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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月28日(2010.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　０～約４９．５重量％のキャリアオイルと、
　約０．５～約２５重量％の少なくとも１つの分散剤と、
　少なくとも約４９．５重量％の熱伝導性粒子群とを含み、
　前記熱伝導性粒子群は、少なくとも３つの分布の熱伝導性粒子群の混合物を含み、前記
少なくとも３つの分布の熱伝導性粒子群のそれぞれが、他の分布から少なくとも５倍異な
る平均（Ｄ５０）粒径を有する、熱伝導性グリース。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの分散剤が、イオン性分散剤及びポリマー分散剤を含む、請求項１
に記載の熱伝導性グリース。
【請求項３】
　第４の分布の熱伝導性粒子群を更に含む、請求項１に記載の熱伝導性グリース。
【請求項４】
　前記少なくとも３つの熱伝導性粒子群の粒度分布が、本質的に重なり合わない、請求項
１に記載の熱伝導性グリース。
【請求項５】
　最大の平均（Ｄ５０）粒径を有する分布の粒子群が、金属粒子又は球状アルミニウム粒
子を含み、
　任意に、熱伝導性粒子群がダイヤモンドと金属粒子との混合物を含む、請求項１に記載
の熱伝導性グリース。
【請求項６】
　中間の平均（Ｄ５０）粒径を有する分布の粒子群が、炭化ケイ素又はダイヤモンド粒子
を含み、
　任意に、平均（Ｄ５０）粒径が最大から３番目又はこれよりも小さい粒子群が、酸化亜
鉛粒子を含む、請求項５に記載の熱伝導性グリース。
【請求項７】
　基板と、
　該基板に取り付けられた少なくとも１つのマイクロエレクトロニクス熱源と、
　該少なくとも１つのマイクロエレクトロニクス熱源上に配される、請求項１～６のいず
れか一項に記載の熱伝導性グリースと、を備え、
　任意に、ヒートスプレッダを更に備え、
　前記熱伝導性グリースが、前記マイクロエレクトロニクス熱源と前記ヒートスプレッダ
との間に存在し、
　任意に、放熱器を更に備え、前記熱伝導性グリースが、前記ヒートスプレッダと前記放
熱器との間に存在する、マイクロエレクトロニクスパッケージ。
【請求項８】
　熱伝導性グリースを製造する方法であって、
　キャリアオイル、分散剤、及び請求項１に記載の熱伝導性粒子群を準備する工程と、
　キャリアオイルと分散剤とを共に混合する工程と、
　キャリアオイルと分散剤との混合物に、前記熱伝導性粒子群を平均粒径が最も小さいも
のから最も大きなものへと順次混合する工程と、を含み、
　任意に、キャリアオイルと分散剤との混合物に前記熱伝導性粒子群を混合する前に熱伝
導性粒子群を分散剤で予め処理する、方法。
【請求項９】
　熱伝導性グリースを製造する方法であって、
　キャリアオイル、分散剤、及び請求項１に記載の熱伝導性粒子群を準備する工程と、
　前記熱伝導性粒子群を共に混合する工程と、
　キャリアオイルと分散剤とを共に混合する工程と、
　混合された前記熱伝導性粒子群を、キャリアオイルと分散剤との混合物に混合する工程
と、を含み、
　任意に、キャリアオイルと分散剤との混合物に前記熱伝導性粒子群を混合する前に熱伝
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導性粒子群を分散剤で予め処理する、方法。
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